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学校のこれから通信 
（石尾台中学校区） №3 

市では子どもたちにとってより良い教育環境を実現していくため、坂下、藤山台、高森

台、石尾台、岩成台の５つの中学校区にある学校について、学校の統合に向けた検討を進

めています。 

今号では石尾台中学校区について、次回の意見交換会のご案内と４月２５日（土）に開

催した第４回意見交換会の内容を紹介します。 

石尾台中学校区と高森台中学校区合同の意見交換会を開催します！ 

１ 日時    令和８年６月１４日（日）  午前１０時から正午まで 

２ 場所    グルッポふじとう 体育館 

３ 対象者  石尾台中学校区と高森台中学校区の各学校の児童生徒の保護者、未就学児の保護者

及び地域にお住まいの方 

４ 内容    石尾台中学校区と高森台中学校区との学校統合に向けた検討について 

       ⑴ 学校統合に向けた検討についての説明・質疑応答 

       ⑵ 参加者どうしによる意見交換（自由参加） 

 

   

      
 

  

  

 

お知らせ  

 

これまでの「学校のこれ

から通信」はこちらから 

参加者どうしによる意見交換とは・・・ 

 皆様の率直な思いをお話しいただき、共有する時間をつ

くるため、５人程度の少人数で円になり、学校の統合に関

するテーマなどについて、参加者どうしで自由に発言しま

す。グループには市職員が入り、進行などを行います。 

皆様の思いをぜひお聞かせください。 

 

 

参加者数は１９人でした。会の前半では、市から学校統合に向けた

検討についての説明と意見交換を行いました。 

内容は、第２回と第３回の意見交換会でお示しした「石尾台中学校

区の小中学校が適正な規模や配置となるように隣接する中学校区を

含めた学校統合に向けて検討する。」という市の考え方を踏まえ、隣

接する中学校区として、高森台中学校区を対象に検討することや高

森台中学校区との合同の意見交換会や懇談会の開催を検討するこ

となどをお示ししました。 

会の後半では、「統合に関する市の考え方について」をテーマとし

て参加者どうしの意見交換を行いました。 

※ 参加者どうしによる意見交換については裏面に掲載しています。 

 

第４回意見交換会（４月２５日開催）について 

 

第４回意見交換会 

 

お子さま同伴での参加も可能です。 

託児については学校教育課 新たな学校

づくり推進室までご相談ください。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高森台 
４月２５日（土）午後に、保護者、地域にお住まいの方を対象に第３回意見交換会を開催しました。 

６月１４日（日）に石尾台中学校区と合同の意見交換会を開催します。 

藤山台 ３月１日（日）に保護者、地域にお住まいの方を対象に、藤山台中学校区と岩成台中学校区合同の意見

交換会を開催しました。５月３０日（土）に藤山台中学校区と岩成台中学校区の合同の意見交換会を開

催します。 
岩成台 

坂下 
３月１１日（水）まで基本方針（中間案）に対する市民意見の募集（パブリックコメント）を実施しました。 

６月１０日（水）まで市民意見の募集（パブリックコメント）の結果を公表しています。 

学校の適正規模や適正配置に関する市の基本的な考え方や、これまでに実施したアンケート

結果及び意見交換会の会議録を市ホームページ（右に記載のＱＲコード）に掲載しています。 

 

 
 

 

会の後半では、１グループ４人から５人で円になり、参加者どうしによる意見交換を行いました。意見交換は自

由参加で行い、参加者数は１７人（玉川小学校区５人、石尾台小学校区６人、押沢台小学校区５人、その他の小学

校区１人）でした。ここでは、いただいたご意見を種類別に分けてご紹介します。 

〇参加者どうしによる意見交換での主な意見 

テーマ：統合に関する市の考え方について 

【統合に関すること】 

・自分の子どもが学級数の少ない小学校を卒業し、中学校、高校では学級数が大きな学校で多くの人と関わるこ

とになったため、ストレスを感じていた。小学校から様々な人と関わることは大事だと思う。 

・仮に統合する場合、今と同じような学校ではなく、教育や施設など特色のある学校をつくってほしい。 

・急いで統合を進める必要はないと思う。多くの子どもたちと学校生活を送ることが必要と考えているなら、学

校の行事や部活動などを他の学校と合同で行えばよい。 

【通学に関すること】 

・統合して通学区域が広がると、中学生は問題ないと思うが、小学生は体力面などから不安がある。 

・通学バスを利用するのであれば、路線バスを利用するのではなく、貸し切りバスを用意するなど、市が責任もっ

て準備してほしい。 

・学校は自宅から歩いて通える位置にないといけないと思う。バスで通学するにしても、子どもにとっては負担に

なると思う。 

【まちづくりに関すること】 

・小学校で行っている地域のお祭りやイベントなどがどうなるのか分からなくて不安である。 

・学校が近く、静かな環境であるという理由でこの地区に引っ越しをしてきた人が多くいる。統合により学校がな

くなると、地域が廃れると思う。 

【その他】 

・先生が 1 学年に 1 人だと、先生の負担が大きいと思う。複数の先生がいる環境が必要であると思う。 

・統合によって学校数が少なくなり、学校のリニューアル工事にかかる費用や維持管理費を削減できるなら、その

お金を教育に関することに使ってほしい。 

・学校統合が単純な児童生徒数の数合わせになってはいけない。統合によって学校規模は大きくなり、その学校

に関係する地域の規模も大きくなるので、地域も一体となって考えていかないといけない。 

※ 会の前半のご意見と後半の他のご意見は、右下の QR コードから意見交換会の会議録でご覧いただけます。 

 

 

 

 

 

 

他中学校区の状況 

※ 令和８年４月の市の組織改正により、学校の適正規模・適正配置に関する事務を担当する「新たな学校づくり推進室」を学校

教育課内に設置しました。これに伴い、新しいメールアドレスとなっています。 

 

 
 


